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  2019年 5月：研究実施に関する意見交換 
  2019年 6月：プレテスト 
         全戸アンケート調査開始 








































































































































































































































































































































































































































































































N ％ N ％
自家用車（自分で運転） 205 77.95% 11 8.40%
自家用車（家族が運転） 38 14.45% 92 70.23%
友人・知人の車に同乗 3 1.14% 8 6.11%
バイク 1 0.38% 0 0.00%
バス 11 4.18% 11 8.40%
タクシー 0 0.00% 2 1.53%
ＪＲ 0 0.00% 5 3.82%
その他 5 1.90% 2 1.53%
自家用車（自分で運転） 198 75.29% 14 10.53%
自家用車（家族が運転） 41 15.59% 86 64.66%
友人・知人の車に同乗 5 1.90% 7 5.26%
バイク 1 0.38% 1 0.75%
バス 13 4.94% 15 11.28%
タクシー 0 0.00% 4 3.01%
ＪＲ 0 0.00% 5 3.76%
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５．終わりに 
買い物難民の課題に取り組む徳島県発の移動スーパー「とくし丸」の代表である住友達也氏は、「新しい時
代は、お行儀の良すぎる優等生には創れない。前の世代を否定するくらいの勢いとガムシャラさのあるヤン
チャな奴が世の中を変えていくはずだ」と述べている 8)。これは、既存の経営や地域づくりの枠組みを超え
て、これまでの常識を疑いながら取り組む必要性を示しているにほかならない。これまでのT地区の買い物
環境の改善に取り組むことは、地域住民の生活を支える上で良かれと思って行ったことも、地域住民が今ま
で築いてきたものへの否定につながるかもしれない。それでも、魅力と住みやすさを備えたまちづくりを行
っていくためには、対話や協働を基調とした取り組みが必要であり、そこには、その主役である地域住民の
力が鍵となる。 
本研究では、次の段階として、地域住民へのインタビュー調査を行う予定である。それは、住民がどのよ
うな思いを持ち、どのような考えを持っているのか、何かを期待しているのかについて、生活場面において
知ることが重要であるとの確信からである。 
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